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水田に育つ魚たち
2003 年 7 月 5 日

私たちの生活に最も近い水域である水田は、イネとともにさまざまな生き物を育んできた。カエル、鳥、

昆虫、そしてメダカ、ナマズ、ドジョウなどの魚といった生き物たちは、人間とともに水田を利用して

きたゆえに、ごく最近まで身近な生活の一部だったのである。

「水田に育つ魚たち」をテーマにした本例会では、日本とラオスの事例から「魚」をとおして、水田

と私たちの関係をもう一度考えてみることにした。

最初に、安室知氏（国立歴史民俗博物館・民俗研究部）が、「水田漁撈と魚伏籠」と題して報告した。

内水面漁撈のなかで「河川漁撈」「湖沼漁撈」に加えて「水田漁撈」という区分を設けることと、そこ

で人間が利用する「水田魚類」という文化概念を提唱した。時代設定を昭和初期として、日本各地の魚

伏籠漁をくわしく紹介した。魚伏籠は、構造が単純で一人で扱うことができ、特別な技能を必要としな

い。また水田には深みがなく、たとえ夜間であっても安全に漁ができる。稲作農民にとって気軽にでき

る身近な漁撈で、それゆえに稲作生業複合の中に広く組み込まれていた。

続いて川村敦氏（株式会社CTI 環境テクノ）が、「水域生態系における水田農業の意義――京都府亀岡

市に生息する淡水魚類の事例から」と題して、いまでは稀少となった水田地帯の淡水魚類について報告

した。フナ、ナマズ、ドンコ、トウヨシノボリ、タイリクバラタナゴ、ヤリタナゴ、メダカなどの魚の

生活環と農事暦との関係をくわしくみたうえで、水田とその周辺水域が、河川の増水にともなう攪乱に

よって生じた氾濫原をはじめとする水域の代替地となっていることを説明した。そして農作業効率のよ

い環境を指向する開発のなかで、多様な環境を維持するむずかしさを指摘した。亀岡市には天然記念物

のアユモドキも生息しており、その保全を考えるうえで、これは重要な指摘である。

最後に岩田明久氏（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）が、「ラオスの水田と魚たち」と

題して、ラオス中部に位置するメコン河支流のバンヒエン川流域での水田魚種、漁撈、利用について報

告した。雨期に天水田に水が満ちるとすぐにコイ科の小魚パーシィウが泳ぎ出す。この魚が食物連鎖の

底辺を支えている。そしてライギョの仲間であるパーコーなど魚食性の魚が、近くの沼からこの水田へ

と移動してくるのである。ラオスの人びとは、こうした魚の移動をうまく捕らえる筌（サイ）や梁（リー）

を使った漁法を発達させている。そして捕れた魚はパーデクと呼ばれる塩辛にして日々の食卓にのぼる

のである。このように魚を育んできたラオスの水田も、近年の灌漑整備による二期作化によって大きく

変わりつつある。

総合討論では、池田啓氏（姫路工業大学・コウノトリの郷公園）が、三氏の報告へのコメントとして、

コウノトリ野生復帰実践の経験をもとに、なぜ水田生態系を保全する必要があるのかについて述べた。
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コウノトリが生きてゆける環境は、人間にとっても望ましい環境であるとの考えをもとに、水田のみな

らず、周囲の河川・里山も含めた地域の自然環境保全に取り組んでいる。これは世界的に見ても類を見

ないものである。

ここから会場の討論は、環境教育・村おこしとしての「楽しい水田漁撈」に話題が移っていた。その

とき年輩の参加者の方から昭和 10 年代を知っている者として「水田漁撈が楽しいのは、魚を捕ること

自体ではなく、それを食べ味わうことができるからである」との発言がありハッとさせられた。空腹感

を思い出すことで、私たちもまた水田ににぎわう生き物たちとの関係を取り戻せるのかもしれない。

竹田晋也（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）


